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※写真撮影のため一時的にマスクを外しています。



広報かつらぎ  令和4年（2022年）2月号 2

＝広報の表紙写真（イラスト可）を募集します＝
町内の風景・人物などの作品を募集します。詳細
は町ホームページ、またはお問い合わせください。
【３月号締切２月７日（月）】
問い合わせ　総務課総務係（内線2025）

　いよいよ４月には日本の成人年齢が18歳に引
き下げられます。成人年齢を20歳と決めたのは
明治9年で、その後、明治29年施行の民法に引き
継がれ現在に至っています。今回の改正は、通算
で142年ぶりとなり、本当に歴史的にも記念すべ
き年です。
　すでに選挙権は18歳になっていますが、これ
により本当の意味で成人が18歳となるわけです。
そして、今年は選挙がたくさん行われます。国政
選挙では「参議院議員通常選挙」が行われ、首長
選挙では県知事選挙、橋本市長選挙、九度山町長
選挙、高野町長選挙が行われます。また、７月に
はかつらぎ町議会議員選挙も行われます。橋本・
伊都地方は、ごみ処理施設を始め、多くの施設を
共同運営していますので、首長選挙は大きな関心
事になります。
　私は、これからの自治体運営に求められる事は
大きく３つあると思っています。
　１点目は、新しい技術が日々出てくる時代だか
らこそ、時代の流れを捉える事です。人口減少や

少子高齢化で税収は減っていきます。しかし、扶
助費などの義務的な支出は増えていきます。同じ
ことを同じようにしていてもやっていけなくなる
だけです。ＤＸ（デジタルトランスフォーメー
ション）といわれる新時代のデジタル技術を活か
した取り組みを進め、行政サービスの質を落とさ
ずに、より少ない経費で、より多くの成果を上げ
る方法を考えなければなりません。
　２点目は、民間との連携・協働を作る事です。
民間事業者にどう動いてもらうか。さらには、ど
ういう事に対してどんな連携や協働が可能かとい
うことをしっかり考える事です。
　３点目は、説明責任を果たす事です。これから
は、答えがなく、必ず成功するとは限らない事が
増えていきます。そのため、なぜそうしたかを説
明できないと理解や協力は得られないわけです。
　これから始まるＤＸ新時代を、しっかりと町政
に反映させてより良いかつらぎ町を創っていきた
いと考えます。
　　　　　　　　　かつらぎ町長　中阪　雅則
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町からのお知らせ

● 
ま
ち
づ
く
り
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト　

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

町
が
実
施
し
て
い
る
取
組
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ま
の

満
足
度
や
重
要
度
を
把
握
し
、
ま
ち
づ

く
り
の
最
上
位
計
画
「
第
４
次
か
つ
ら

ぎ
町
長
期
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
取
組

を
検
証
し
、
成
果
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
次
期
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
参

考
に
す
る
目
的
と
し
て
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
や

ご
提
案
な
ど
た
く
さ
ん
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
対
象　

16
歳
以
上
の
町
民

抽
出
方
法　

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作

為
に
抽
出

調
査
期
間　

令
和
３
年
９
月
24
日
〜
10

月
22
日

回
収
状
況　

配
布
数
１
７
０
０
人
、
回

答
者
数
６
４
７
人
、
回
収
率
38
・
０
％

※
詳
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
（
内
線
２
０

１
０
）

     

336人

151人

130人

21人

7人

2人

0人 100人 200人 300人 400人

住み続けたい

どちらかといえば
住み続けたい

どちらともいえない

どちらかといえば
住み続けたくない

住み続けたくない

不明・未回答

308人

206人

104人

11人

16人

2人

0人 100人 200人 300人 400人

感じている

どちらかといえば
感じている

どちらともいえない

どちらかといえば
感じていない

感じていない

不明・未回答

243人

225人

205人

183人

134人

126人

113人

0人 50人 100人 150人 200人 250人

医療・福祉が充実したまち

若者・子育て世代が希望を
もって暮らせるまち

高齢者が安全・安心に暮らせるまち

犯罪が無く災害に強い安全なまち

住宅・住環境が整った
住みやすいまち

自然や景観を大切にし、
自然と共生するまち

農業が盛んで特産物の有名なまち

●あなたは、かつらぎ町に「自分の
まち」としての愛着を感じていま
すか。（○は１つ）

「感じている」47.6%、「どちら
かといえば感じている」31.8%を
合わせると、79.4%の人が“愛着
を感じている”と思っています。

●あなたが望む将来のか
つらぎ町とは、どのよ
うなまちですか。（○
は３つまで）

「医療・福祉が充実し
たまち」が13.9%で最
も多く、次の「若者・
子育て世代が希望を
もって暮らせるまち」
が12.8%でした。
※グラフは上位７項目

●あなたは、今後もかつらぎ町に住
み続けたいと思いますか。（○は
１つ）

「住み続けたい」51.9%、「どち
らかといえば住み続けたい」
23.3%を合わせると、75.2%の人
が“住み続けたい”と思っています。
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町からのお知らせ

● 
新
庁
舎
建
設
に
か
か
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト　

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

貴
重
な
意
見
や
提
案
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
庁
舎
建
設
の
計
画
に
役
立

て
る
と
と
も
に
、
新
庁
舎
の
利
用
を
よ

り
良
い
も
の
と
す
る
た
め
の
貴
重
な
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

調
査
対
象　

16
歳
以
上
の
町
民

抽
出
方
法　

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作

為
に
抽
出

調
査
期
間　

令
和
３
年
11
月
８
日
〜
19

日回
収
状
況　

配
布
数
１
７
０
０
人
、
回

答
者
数
７
０
０
人
、
回
収
率
41
・
１
％

※
詳
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係
（
内
線

２
０
２
１
）

●候補地やこれからの役場庁舎に望むことに
ついておたずねします。

　かつらぎ町庁舎建設検討委員会で、現在の役場
庁舎は浸水想定区域内にあり、今後大規模災害が
発生した場合、防災拠点としての機能を果たせな
いことが懸念されるので、浸水想定区域外である
３つの候補地（笠田駅付近・大谷駅付近・妙寺駅
付近）を町が提示し、その中から大谷駅付近であ
る紀北川上農業協同組合所有の大谷選果場が選定
されました。町としては、その結果を尊重し、取
り組んでいきたいと考えています。

●ご自身についておたずねします。

＼ご協力お願いします／

●広報・情報発信
　に関するアンケート

アンケート回答
はこちら▶▶▶

　広報および町の情報発信に関するアンケート調査を実施し
ます。ご協力よろしくお願いします。
回答期限　２月25日（金）
回答方法　①または②の方法で回答をしてください。
　①町ホームページのアンケートフォームから回答。
　②アンケート用紙を入手（町ホームページまたは総務課窓
　　口で配布）し、ファクス・郵送・持参にて提出。

提出・問い合わせ　総務課総務係（内線2025）
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町からのお知らせ

令和３年分所得税の申告期間

2/16水
3/15火

　　　の確定申告、
町民税・県民税の申告は
期間内に提出しましょう！

所得税所得税所得税

問い合わせ
　税務課住民税係（内線2042・2046）
　粉河税務署（☎0736-73-3301）

　

役
場
お
よ
び
粉
河
税
務
署
で
は
、
次

の
と
お
り
申
告
相
談
会
場
を
設
け
ま
す
。

会
場
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

申
告
相
談
会
場
に
来
場
の
際
は
、
申
告

に
必
要
な
準
備
（
決
算
書
・
収
支
内
訳

書
等
の
作
成
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書

の
記
入
な
ど
）
を
事
前
に
済
ま
せ
、
で

き
る
だ
け
少
人
数
で
来
場
く
だ
さ
い
。

①
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
な
い
場
合
、

入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

②
咳
・
発
熱
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
や

体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
は
、
入
場
を
お

断
り
し
ま
す
。

③
会
場
で
使
用
す
る
筆
記
用
具
や
計
算

器
具
な
ど
は
、
持
参
く
だ
さ
い
。

　

役
場
申
告
相
談
会
場
で
は
、
税
務
署

受
付
印
を
押
印
で
き
ま
せ
ん
。
受
付
印

が
必
要
な
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
（
宛

名
記
入
・
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
）
を

持
参
（
税
務
署
で
押
印
後
郵
送
さ
れ
ま

す
）
、
ま
た
は
税
務
署
申
告
相
談
会
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、
自
宅
な

ど
で
の
申
告
書
作
成
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
…
確
定
申
告
書
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
作
成
・
提
出
で

き
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
っ
て
ス
マ
ホ
か
ら
も
で
き
ま
す
。

　

町
民
税
・
県
民
税
申
告
書
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
町
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

粉
河
税
務
署
（
☎
０
７

３
６
―
7
3
―
３
３
０
１
）

感
染
症
対
策

確
定
申
告
書
の
控
え
に
、
税
務
署
受

付
印
が
必
要
な
場
合
の
提
出
方
法

申
告
書
の
自
宅
な
ど
で
の
作
成

期
間　

２
月
16
日（
水
）〜
３
月
15
日

（
火
）※
土
日
祝
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所　

紀
の
川
市
商
工
会
館
（
粉
河
）

※
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理

券
」
が
必
要
と
な
る
他
、
整
理
券
の
配

付
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
受
付
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
税
務
署
出
張
相
談
会
場

期
間　

２
月
３
日（
木
）〜
２
月
９
日

（
水
）※
土
日
除
く

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

場
所　

橋
本
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

税
務
署
申
告
相
談
会
場

期
間　

２
月
７
日（
月
）〜
３
月
15
日

（
火
）※
土
日
祝
除
く

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

防
災
セ
ン
タ
ー
１
階

※
２
月
７
日（
月
）〜
２
月
15
日（
火
）の

期
間
は
、
所
得
税
の
還
付
申
告
の
み
対

象
で
す
。

◆
地
区
申
告
相
談
会
場

日
程　

２
月
17
日（
木
）

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

花
園
支
所
１
階

役
場
申
告
相
談
会
場

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
期
限
は
３
月
15
日（
火
）で
す
。

（
振
替
納
税
を
利
用
の
方
の
振
替
日
は

４
月
21
日（
木
）で
す
）

　

便
利
な
納
付
方
法
（
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
二
次
元

バ
ー
コ
ー
ド
を
使
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
納
付

な
ど
）
の
活
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

所
得
税
の
納
付

国税庁「確定
申告書等作成
コーナー」は
こちら
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町からのお知らせ

● 
不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

　

不
動
産
の
公
売
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
当
日
詳
細
な
手
続
き
を
説
明

し
ま
す
の
で
、
経
験
の
な
い
方
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

日
程　

２
月
22
日（
火
）午
後
１
時

場
所　

和
歌
山
県
自
治
会
館
３
階
３
０

６
号
室（
和
歌
山
市
茶
屋
ノ
丁
２
―
１
）

公
売
方
法　

入
札

公
売
手
続
の
説
明　

午
後
１
時
〜
担
当

職
員
が
公
売
手
続
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
に
公
売
会
場
に
入
場
し
、
説

明
を
聞
い
た
上
で
入
札
し
て
く
だ
さ
い
。

保
証
金
納
期
間　

午
後
１
時
30
分
〜
２

時
10
分

入
札
時
刻　

午
後
２
時
〜
２
時
20
分

開
札
時
刻　

午
後
２
時
20
分

◆
公
売
財
産

⒈
所
在　

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
三

　

谷
字
上
シ
マ

　
　

地
番　

１
５
７
０
番
地
１

　
　

地
目　

宅
地

　
　

地
積　

３
５
９
・
31
㎡

⒉
所
在　

伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
大
字
三

　

谷
字
上
シ
マ
１
５
７
０
番
地
１
、
１

　

５
７
１
番
地
１

　
　

家
屋
番
号　

１
５
７
０
番
１

　
　

種
類　

居
宅
・
物
置

　
　

構
造　

木
造
瓦
葺
２
階
建

　
　

床
面
積　

１
階
63
・
55
㎡

　
　
　
　
　
　

２
階
87
・
99
㎡

　

附
属
建
物

　
　

種
類　

居
宅
・
物
置

　
　

構
造　

木
造
瓦
葺
2
階
建

　
　

床
面
積　

１
階
74
・
64
㎡

　
　

２
階
１
１
０
・
38
㎡

一
筆
一
棟
一
括
の
公
売
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
税
務
課

窓
口
に
「
公
売
財
産
の
明
細
」
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
売
却
決
定
日
時　

３
月
15
日（
火
）午

前
10
時
30
分
（
役
場
税
務
課
）

◆
買
受
代
金
納
期
限　

３
月
15
日（
火
）

午
前
11
時
30
分
（
役
場
税
務
課
）

◆
公
売
参
加
に
必
要
な
も
の

　

公
売
保
証
金
、
印
鑑
、
収
入
印
紙
２

０
０
円
（
入
札
者
が
営
利
法
人
ま
た
は

個
人
で
営
業
者
の
場
合
）、
委
任
状

（
代
理
の
方
が
入
札
す
る
場
合
）、
共

同
入
札
代
表
者
の
届
出
書
（
共
同
で
入

札
す
る
場
合
）、
運
転
免
許
証
、
陳
述

書
（
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と
の
陳

述
）、
資
格
証
（
宅
地
建
物
取
引
業
者

ま
た
は
債
権
回
収
業
の
営
業
許
可
を
受

け
て
い
る
方
は
、
そ
の
資
格
証
の
写
し

※
有
効
期
限
内
）。

◆
注
意
事
項

・
公
売
財
産
の
明
細
を
よ
く
読
み
入
札

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
落
札
し
た
方
は
、
上
記
の
買
受
代
金

　

納
期
限
ま
で
に
買
受
代
金
を
支
払
い

　

く
だ
さ
い
。

・
差
押
財
産
に
か
か
る
滞
納
町
税
が
納

　

付
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
予
告
な
く
公

　

売
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

　

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

中
止
し
た
場
合
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
そ
の
旨
掲
載
し
ま
す
が
、
更
新

　

が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
最
新

　

の
情
報
は
徴
収
係
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

● 令和４年度償却資産申告
　 を忘れていませんか？
　償却資産とは、土地・家屋以外の事業
に用いる資産（構築物・機械・器具・備
品など）のことで、毎年１月１日時点で
所有している場合は、固定資産税の対象
になります。
　償却資産には土地・家屋のように登記
制度がないため、所有者が町に申告する
義務があります。税務課では申告状況、
内容について確認する場合がありますの
で、ご理解とご協力をお願いします。

【償却資産の例】
　事務機器、駐車場舗装、商品陳列ケー
ス、屋外電気設備、看板、太陽光発電シ
ステムなど

問い合わせ
税務課固定資産税係（内線2043）

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
徴
収
係
（
内
線
２
０
４
１
）



広報かつらぎ  令和4年（2022年）2月号 8

町からのお知らせ

　

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
お
よ
び
物
品
・

役
務
な
ど
に
係
る
「
一
般
競
争
（
指
名

競
争
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の

受
付
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　

２
月
１
日（
火
）〜
28
日

（
月
）※
土
日
祝
除
く　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

有
効
期
間　

令
和
４
年
度
（
１
年
間
）

提
出
様
式　

町
指
定
様
式
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
企

画
公
室
管
財
契
約
係
で
無
料
配
布
）

◆
建
設
工
事
（
追
加
受
付
の
み
）

⑴
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加

　

資
格
審
査
申
請
書
（
原
本
）

⑵
工
事
経
歴
書
（
写
し
可
）

⑶
営
業
所
一
覧
表
（
写
し
可
）

⑷
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
、
総

　

合
評
定
値
通
知
書
（
写
）

⑸
建
設
業
許
可
証
明
書
ま
た
は
許
可
通

　

知
書
（
写
）

⑹
委
任
状
（
原
本
）

⑺
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）
お
よ
び
印
鑑

　

証
明
（
写
し
可
）

⑻
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
（
法
人
）

　

（
写
し
可
）

⑼
身
分
証
明
書
（
個
人
）
（
写
し
可
）

⑽
技
術
者
経
歴
書

⑾
監
理
技
術
者
一
覧
表
お
よ
び
監
理
技

　

術
者
資
格
証
（
写
）

⑿
納
税
証
明
書
（
国
税
お
よ
び
地
方
税
）

　

（
写
し
可
）

⒀
主
任
技
術
者
及
び
現
場
代
理
人
名
簿

⒁
前
２
年
度
以
内
に
、
工
事
成
績
評
定

　

を
基
に
し
た
優
良
表
彰
を
受
け
て
い

　

る
場
合
、
表
彰
状
な
ど
（
写
）

⒂ISO
9000

シ
リ
ー
ズ
お
よ
び

　

ISO
14000

シ
リ
ー
ズ
の
認
証
を
取

　

得
し
て
い
る
場
合
、
認
証
取
得
の
登

　

録
証
（
写
）

⒃
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
継
続
教
育
）
を
実
施
し
、

　

主
任
（
監
理
）
技
術
者
と
な
り
得
る

　

資
格
に
関
す
る
各
学
協
会
に
お
い
て

　

発
行
さ
れ
た
証
明
書
を
取
得
し
た
場

　

合
、
そ
の
証
明
書
（
写
）

※
⒀
〜
⒃
は
町
内
業
者
の
み
提
出

◆
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

（
追
加
受
付
の
み
）

⑴
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
入
札
参
加

　

資
格
審
査
申
請
書
（
原
本
）

⑵
測
量
等
実
績
調
書
（
写
し
可
）

⑶
営
業
所
一
覧
表
（
写
し
可
）

⑷
技
術
者
経
歴
書

⑸
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）
お
よ
び
印
鑑

　

証
明
（
写
し
可
）

⑹
委
任
状
（
原
本
）

⑺
納
税
証
明
書（
国
税
お
よ
び
地
方
税
）

　

（
写
し
可
）

⑻
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
（
法
人
）　

　

（
写
し
可
）

⑼
身
分
証
明
書
（
個
人
）
（
写
し
可
）

⑽
登
録
証
明
書
（
写
）

⑾
財
務
諸
表
お
よ
び
決
算
報
告
書
（
貸

　

借
対
象
表
、
損
益
計
算
書
）

◆
物
品
・
役
務
な
ど（
追
加
受
付
の
み
）

⑴
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書　

　

（
原
本
）

⑵
納
税
証
明
書
（
国
税
及
び
地
方
税
）

　

（
写
し
可
）

⑶
印
鑑
証
明
（
写
し
可
）

⑷
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
（
法
人
）

　

（
写
し
可
）

⑸
身
分
証
明
書
（
個
人
）
（
写
し
可
）

⑹
財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
（
写
）

⑺
営
業
許
可
証
等
（
写
）

⑻
業
務
別
調
書
（
印
刷
業
・
自
動
車
修

　

理
業
）
（
原
本
）

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
事
業

者
向
け
・
入
札
情
報
」
で
も
確
認
で
き

ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
管
財

契
約
係
（
内
線
２
０
１
１
）

町入札参加資格審査申請書の受付について

提
出
書
類
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● 令和３年度のがん検診・特定健診の
　 受診期限が近づいています

問い合わせ
健康推進課衛生係（内線2053）／保険年金係（内線2214）

受診はお済みですか？

がん検診
特定健診

　新型コロナウイルス感染症の影響で、
受診控えをしていませんか？
　医療機関では消毒などの感染症対策
を徹底していますので、安心して受診
してください。
　年に１回、定期的に受診するのが大
事です。

子宮けいがん検診で異常が見つかっ
たけど、早期発見だったので簡単な
処置で済みました！

子宮けいがんと乳がん検診は
２年に１回の検診です。定期
的に受けるようにしましょう。

検診を受けたら「要精密検査」と診
断されました。自覚症状もないし、
放っておいても大丈夫？

自覚症状がないからといって自己
判断するのは危険です。必ず、専
門医療機関を受診しましょう。

受診券を紛失しました…。
どうしたらいいでしょう？

役場で再発行ができます。
電話でご相談ください。

◆対象　
各種がん検診　令和３年度に40歳以上
　になる町民（前立腺がんは50歳以上、子
　宮けいがんは20歳以上）
特定健診　令和３年度に40歳～74歳
　以下の町民で国民健康保険加入者

受診期限

２月28日(月)

有　

料　

広　

告

※対象者には、受診券を令和３年４月
に郵送しています。
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● 
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

　

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
助
成
の
申
請
を
す

る
方
は
次
の
内
容
を
確
認
の
上
、
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象

①　

将
来
、
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女

　

性
（
19
歳
以
上
50
歳
未
満
）

②　

妊
婦
の
夫
（
妊
娠
中
に
限
る
）

助
成
額　

上
限
１
万
円
（
内
訳
：
県
５

０
０
０
円
、
町
５
０
０
０
円
）

助
成
回
数　

１
人
に
つ
き
１
回
（
過
去

に
助
成
を
受
け
た
方
は
対
象
外
）

実
施
場
所

　

接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
実
施

の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
の
上
、
予
約
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
期
間　

令
和
３
年
４
月
１
日
〜
３

月
31
日（
木
）ま
で
の
間
に
受
け
た
接
種

申
請
期
限　

３
月
31
日（
木
）

申
請
方
法

　

接
種
後
、
費
用
の
全
額
を
医
療
機
関

で
支
払
い
「
予
防
接
種
済
証
」、「
領
収

書
」、「
印
鑑
」、「
振
込
先
の
わ
か
る

物
」
を
衛
生
係
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

妊
婦
の
夫
は
、
夫
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
物
（
母
子
手
帳
な
ど
）
も
加

え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
ワ
ク
チ
ン　

「
風
し
ん
ワ
ク
チ

ン
」
も
し
く
は
「
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
」

注
意
事
項

※
妊
婦
は
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
接
種
後
２
カ
月
間
は
避
妊

が
必
要
で
す
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
に
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
の
み
の
接
種

と
な
り
ま
す
。

※
対
象
外
の
方
は
助
成
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
確
認
を
行
っ
た
上
で
、
接
種
を
お

願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
２
０
５
３
）

● 小児インフルエンザ予防接種助成について

　インフルエンザ予防接種を受けた方で、まだ助成を受けていない場合は申請を行ってください。
※医療機関に委任状を提出し、自己負担1,000円を医療機関へ支払った方は申請の必要はありませ
ん。

対象者　接種日に町内にお住まいの 生後6カ月以上～中学3年生の方

接種期間　令和３年10月１日～１月31日（月）

助成額　接種費用額から自己負担額1,000円を差引いた額
　　　　（上記接種期間内で対象者１人につき１回）

申請方法　下記の物を持参し、償還払（払い戻し）の申請をしてください。
　・領収書（接種ワクチン名、対象者氏名が記載されたもの）
　・インフルエンザ予防接種日がわかるもの（母子健康手帳など）
　・口座番号が分かるもの（通帳など）
　・印鑑

申請期限　３月31日（木）

申請・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2053）
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● 
令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

 　
（
10
万
円
一
括
給
付
）の
申
請
が
お
済
で
な
い
方
へ

　

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
（
10
万
円
一
括
給
付
）
の

申
請
期
限
は
、
３
月
15
日（
火
）必
着
で

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

令
和
３
年
12
月
24
日
に
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
対
象
児
童
に
該
当
す
る

未
受
給
の
方
は
、
必
要
書
類
を
添
付
の

上
、
早
急
に
申
請
書
の
提
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
児
童　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
令
和
３
年
９
月
30
日
時
点
で
高
校
生

　

な
ど
（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成

　

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

②
令
和
３
年
12
月
１
日
〜
令
和
４
年
３

　

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児

　
（
手
続
は
出
生
届
提
出
時
に
案
内
し
ま
す
）

※
①
②
は
保
護
者
の
所
得
が
児
童
手
当

（
本
則
給
付
）の
支
給
対
象
と
な
る
金
額

と
同
等
未
満
の
場
合

③
中
学
生
以
下
（
令
和
３
年
９
月
分
の

　

児
童
手
当
受
給
者
が
公
務
員
の
場
合
）

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福
祉
係

（
内
線
２
０
６
３
）

中学生以下（令和３年９月
分の児童手当受給者）

申請不要
12/27支給済み

①高校生など
②新生児
③中学生以下（児童手当受
　給者が公務員の場合）

申請が必要
３/15(火)必着

子ども１人あたり10万円を現金給付します
18歳以下の子どもの保護者 ※所得制限有

マイナンバー休日窓口
※事前予約制

　平日、役場開庁時間内でのマ
イナンバーカードの申請・受取
が難しい方はお越しください。

2／27(日)9:00～15:00
問い合わせ

住民福祉課住民係（内線2065）

● 森林を県民の財産として守り育て、次の世代に引き継いでい
　 くための「紀の国森づくり税」が延長されました。

　平成19年度から実施されている紀の国森づく
り税が、引き続き令和４年度から５年間延長さ
れました。

目的　
　水源のかん養、県土の保全などの公益的機能
を有する森林から全ての県民が恩恵を受けてい
るとの認識に立ち、森林を県民の財産として守
り育て、次の世代に引き継いでいくことを目的
として、県民の理解と協力のもと、森林環境の
保全および森林と共生する文化の創造に関する
施策に要する経費の財源を確保するため県民税
の均等割の超過課税を行います。

納税義務者
　個人および法人の県民税均等割の納税者

税額
　個人500円（均等割に加算）
　法人1,000円～40,000円（均等割に５％を加算）

適用期間
（今回、令和４年度から５年間延長されました。）
　個人　平成19年度～令和８年度までの各年度
　法人　平成19年４月１日～令和９年３月31日
　　　　までの間に開始する事業年度

使途
　紀の国森づくり基金に積み立て、県民の理解と
協力のもと、森林環境の保全および森林と共生す
る文化の創造に関する施策に使われます。

問い合わせ　税務課住民税係（内線2042・2046）

※詳しくは本文を確認ください
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町からのお知らせ

新型コロナウイルス感染症
により、今までの生活と違
う日々を送られている方も
多いと思います。身体も心
も健康で自分らしく生活し
ていけるよう、こころの健
康に関する情報をシリーズ
でお届けします。

◆
ス
ト
レ
ス
の
原
因
と
は

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
刺
激
を

受
け
た
と
き
に
生
じ
る
緊
張
状
態
の
こ

と
で
、
日
常
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
が
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
進
学
や
就
職
、
結
婚
、

出
産
と
い
っ
た
出
来
事
で
も
、
変
化
で

あ
り
刺
激
で
す
か
ら
、
実
は
ス
ト
レ
ス

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

◆
自
分
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン
を
知
る

　

ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
状
態
で
は
、

眠
れ
な
い
、
お
腹
が
痛
く
な
る
、
怒

り
っ
ぽ
く
な
る
な
ど
、
何
か
し
ら
ス
ト

レ
ス
サ
イ
ン
が
出
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
サ
イ
ン
に
気
づ
か
な
い
ま
ま

ス
ト
レ
ス
を
受
け
続
け
る
と
、
さ
ら
に

体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
自
分
の
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン

を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
サ
イ
ン
が
出
て
い
な
い
か

ど
う
か
、
と
き
ど
き
自
分
の
状
態
を
観

察
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
暮
ら
し
方

　

自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
け
る
よ
う

に
な
る
と
、
休
息
を
取
る
、
気
分
転
換

を
す
る
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
が
早
め
に

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

日
常
生
活
の
中
で
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な

い
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
こ
こ
ろ
の
健
康

に
も
大
切　

―
生
活
習
慣

　

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
に
は
、

ま
ず
毎
日
の
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
や
良
質
の
睡
眠
、
適
度
な
運
動
の
習

慣
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
ろ
の
健

康
の
基
礎
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
と
き

の
対
策
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中
で
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
を
持
つ
こ
と

も
大
切
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
腹
式
呼
吸

を
す
る
、
ぼ
ん
や
り
と
窓
の
外
を
眺
め

る
、
ゆ
っ
た
り
お
風
呂
に
入
る
、
軽
く

体
を
ス
ト
レ
ッ
チ
す
る
、
好
き
な
音
楽

を
聴
く
な
ど
、
気
軽
に
で
き
る
こ
と
を

ま
ず
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

お
酒
を
飲
ん
で
つ
ら
さ
を
紛
ら
わ
せ
よ

う
と
す
る
と
、
睡
眠
の
質
が
低
下
し
、

こ
こ
ろ
も
不
安
定
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
頭
を
柔
ら
か
く
し
よ
う　

―
考
え
方

　

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
と
き
、
私

た
ち
は
物
事
を
固
定
的
に
考
え
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
「
必

ず
、
○
○
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
考
え
て
い
て
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
き
に
は
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
問
題
点
や
良
く

な
い
こ
と
ば
か
り
に
注
目
し
が
ち
に
な

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
良
く
な
い
こ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、
実
際
に
で
き
て

　

今
回
は
以
前
お
伝
え
し
た
ス
ト
レ
ス
に
関
し
て
、
う
ま
く

付
き
合
っ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
全
７
シ
リ
ー
ズ
で
お
送
り
す
る
予
定
で
し

た
が
、
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
を
持
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

こ こ ろ の
健康づくり



広報かつらぎ  令和4年（2022年）2月号15

町からのお知らせ

い
る
こ
と
、
う
ま
く
い
っ
て
い
る
こ
と

に
注
意
を
向
け
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

考
え
方
や
も
の
の
見
方
を
少
し
変
え
て

み
る
だ
け
で
、
気
持
ち
が
少
し
楽
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
困
っ
た
と
き
は
誰
か
に
話
し
て
み
よ

う　

―
相
談

　

困
っ
た
と
き
や
つ
ら
い
と
き
に
話
を

聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
、
気
持
ち
が

楽
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
話
す
こ

と
で
自
分
の
中
で
解
決
策
が
見
つ
か
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
相
談
に
乗
っ
て
も

ら
え
た
と
い
う
安
心
感
も
、
気
持
ち
を

落
ち
着
か
せ
る
で
し
ょ
う
。
友
人
、
家

族
、
同
僚
、
地
域
や
趣
味
の
仲
間
な
ど
、

日
頃
か
ら
気
軽
に
話
せ
る
人
を
増
や
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
こ
こ
ろ
と
体
の
不
調

が
続
く
と
き
に
は
、
早
め
に
専
門
家
に

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
医
師

や
公
認
心
理
師
な
ど
の
専
門
家
や
、
地

域
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健

所
、
職
場
の
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
自

治
体
の
相
談
所
な
ど
、
相
談
で
き
る
場

所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
前
記
し
た
通
り
、
常
に

身
近
に
存
在
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
が

時
に
は
良
い
ほ
う
に
作
用
す
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
気
持
ち
が
し
ん
ど
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
で
、

自
分
自
身
の
不
調
に
は
気
付
き
に
く
い

場
合
も
多
い
の
で
、
家
族
な
ど
周
り
の

人
同
士
で
気
に
か
け
合
う
こ
と
も
大
切

で
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

ま
ず
は
下
記
の
ど
こ
か
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
健
康

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
や
、
新
し
い
生
活

様
式
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
や
フ
レ
イ

ル
予
防
、
前
回
は
成
年
後
見
人
制
度
に

つ
い
て
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
お
届

け
し
て
き
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
新
年
度

に
入
り
、
環
境
の
変
化
も
大
き
い
時
期

で
す
。
身
体
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
ろ
の

健
康
づ
く
り
に
も
気
を
つ
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ

伊
都
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
☎
０
７
３

６
―
42
―
３
２
１
０
）

こ
こ
ろ
の
電
話
（
和
歌
山
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
（
☎
０
７
３
―
４

３
５
―
５
１
９
２
）

住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
２
０
６

７
）

健
康
推
進
課
長
寿
社
会
係
・
衛
生
係

（
内
線
６
０
２
０
・
２
０
５
４
・
２
０

５
９
） 

　パークゴルフ競技のルールやマナー
を知り、初心者の方でも安心してパー
クゴルフを楽しめるよう教室を開催し
ます。パークゴルフの基本を学び、実
際にプレーを楽しんでください。たく
さんの参加をお待ちしています。

開催日　３月19日（土）
　午前９時30分～（約２時間30分）
　※新型コロナウイルス感染症の状況
　により変更する場合があります。

集合時間・場所　午前９時20分・か
つらぎ西部公園パークゴルフ場クラブ
ハウス受付

対象　小学４年生以上の方

参加費（クラブ・ボールのレンタル料込）
　大人　600円
　小人　350円（中学生以下）
　身体に障害のある方または高齢者
　（65歳以上）500円

定員　20人（先着順）

申込期間　２月４日（金）～３月４日（金）
　午後５時まで
　※定員になり次第受付終了

申し込み・問い合わせ
　西部公園クラブハウス（☎22-8952）
　（午前８時30分～午後５時 月曜除く）
　生涯学習課スポーツ振興係
　（☎22-0303・内線3018）

かつらぎ西部公園パークゴルフ場

●パークゴルフ教室
　開催のお知らせ
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　１月９日（日）午前９時から総合文化会
館大ホールでかつらぎ町消防出初式が開
催されました。消防活動に貢献された団
員に表彰を行い、来賓からご祝辞をいた
だきました。

消防出初式の開催

まちのわだいまちのわだいまちのわだい

◆
勇
退
消
防
団
長
感
謝
状

（
伊
都
地
域
消
防
協
会
長
）

前
団
長　
　
　

 

田
村　

公
一

◆
５
年
以
上
在
職
退
団
者
感
謝
状

（
か
つ
ら
ぎ
町
長
・
県
消
防
協

会
総
裁
）

前
団
本
部　
　

 

田
村　

公
一

前
団
本
部 　
　

西
浦　

直
樹

前
団
本
部 　
　

大
浦　

秀
樹

前
第
１
分
団　

 

大
家　

広
幸

前
第
１
分
団 　

堂
本　

進

前
第
１
分
団 　

尾
鼻　

伸
仁

前
第
１
分
団 　

福
田　

明

前
第
１
分
団 　

平
岡　

靖
啓

前
第
２
分
団 　

中
村　

敏
彦

前
第
２
分
団　

 

内
田　

正
人

前
第
２
分
団 　

小
山　

雄
司

前
第
３
分
団 　

土
井　

剛

前
第
３
分
団 　

山
内　

保
志

前
第
４
分
団 　

西
風　

佳
知

前
第
４
分
団 　

岡
本　

多
広

前
第
４
分
団 　

上
田　

昌
弘

前
第
５
分
団 　

中
谷　

雅
光

前
第
５
分
団 　

菅
野　

勝
文

前
第
６
分
団 　

尾
家　

友

前
第
６
分
団 　

土
谷　

英
治

前
第
８
分
団 　

森
谷　

満
之

前
第
８
分
団 　

西　
　

喜
之

前
第
８
分
団 　

田
中　

佑
樹

◆
10
年
勤
続
章

（
伊
都
地
域
消
防
協
会
長
）

第
１
分
団
部
長　

久
保　

貴
暢

第
２
分
団
部
長　

松
谷　

将
司

第
５
分
団
部
長　

奥
村　

真
也

第
１
分
団
班
長　

田
中　

英
雄

　
　
　
　

班
長　

松
本　

治
郎

　
　
　
　

班
長　

上
野　

紘
義

　
　
　
　

班
長　

山
本　

明
紀

第
２
分
団
班
長　

舟
積　

法
宏

　
　
　
　

班
長　

石
橋　

弘
龍

第
４
分
団
班
長　

木
村　

隆
志

　
　
　
　

班
長　

栗
山　

卓

　
　
　
　

班
長　

市
谷　

隆
明

第
５
分
団
班
長　

山
本　

拓
嗣

　
　
　
　

班
長　

茶
原　

寿
英

　
　
　
　

班
長　

石
村　

隆
幸

　
　
　
　

班
長　

野
上　

真
弘

第
６
分
団
班
長　

竹
本　

直
樹

　
　
　
　

班
長　

小
柳　

大
和

第
７
分
団
班
長　

妹
尾　

明
彦

　
　
　
　

班
長　

小
林　

寿
久

第
１
分
団
団
員　

山
本　

浩
司

第
３
分
団
団
員　

小
森　

教
義

　
　
　
　

団
員　

芝
崎　

郁
久

　
　
　
　

団
員　

大
舘　

和
徳

　
　
　
　

団
員　

木
村　

敬

　
　
　
　

団
員　

澁
谷　

昭
広

第
４
分
団
団
員　

寺
下　

元
浩

　
　
　
　

団
員　

尾
西　

憲
一

第
５
分
団
団
員　

中
北　

博
章

第
８
分
団
団
員　

中　
　

勇
馬

受
賞
者 

《
敬
称
略
》

◆
精
績
章

（
か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
長
）

第
２
分
団
分
団
長　

磯
部　

紀
彦

第
７
分
団
副
分
団
長　

西
尾　

俊
哉

第
１
分
団
部
長　

中
谷　

洋
司

第
５
分
団
部
長　

西
野　

賀
基

　
　
　
　

部
長　

福
岡　

成
典

第
７
分
団
部
長　
　

谷　

和
男

第
３
分
団
班
長　

青
木
泰
二
郎

　
　
　
　

班
長　

平
山　

淳
士

　
　
　
　

班
長　

北
谷　

善
寛

第
８
分
団
班
長　

中　
　

紀
夫

◆
退
職
消
防
団
役
員
（
分
団
長

以
上
）
感
謝
状

（
か
つ
ら
ぎ
町
消
防
団
長
）

前
団
長　
　
　
　

田
村　

公
一

前
副
団
長　
　
　

西
浦　

直
樹

前
副
団
長　
　
　

大
浦　

秀
樹

前
第
１
分
団
分
団
長　

大
家　

広
幸

前
第
４
分
団
分
団
長　

西
風　

佳
知

前
第
８
分
団
分
団
長　

森
谷　

満
之

◆
20
年
勤
続
章

（
県
消
防
協
会
総
裁
）

第
２
分
団
分
団
長　

磯
部　

紀
彦

第
６
分
団
副
分
団
長　

西
垣　

俊
秀

第
７
分
団
副
分
団
長　

西
尾　

俊
哉

第
１
分
団
部
長　

坂
田　

裕
昭

　
　
　
　

部
長　

中
谷　

洋
司

第
５
分
団
部
長　

福
岡　

成
典

第
６
分
団
部
長　

竹
本　

佳
充

第
７
分
団
部
長　
　

谷　

和
男

第
３
分
団
班
長　

青
木
泰
二
郎

　
　
　
　

班
長　

平
山　

淳
士

　
　
　
　

班
長　

北
谷　

善
寛

第
８
分
団
班
長　

田
首　

和
彦

第
４
分
団
団
員　

西
山　

幸
佑

　
　
　
　

団
員　

小
西　

敏
夫

第
５
分
団
団
員　

中
西　

正
行

第
７
分
団
団
員　

上　
　

貴
行

◆
功
績
章

（
伊
都
地
域
消
防
協
会
長
）

第
２
分
団
部
長　

城
向　

大
輔

第
３
分
団
部
長　

城　
　

茂
樹

第
４
分
団
部
長　

竹
本　

篤
史

第
６
分
団
部
長　

𠮷
田　

泰
和

　
　
　
　

部
長　

西
浦　

君
和

第
７
分
団
部
長　

下
河　

正
臣

第
１
分
団
班
長　

長
谷
川
圭
司

　
　
　
　

班
長　

田
所　

俊
幸

第
３
分
団
班
長　

柳
本　

忠
和

第
５
分
団
班
長　

坂
上　

正
城

　
　
　
　

班
長　

中
﨑　

晴
俊

第
７
分
団
班
長　

鍛
治　

拓
也

　
　
　
　

班
長　

中
瀬　

智
之
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まちのわだいまちのわだいまちのわだい

第７１回“社会を明るくする運動”
作文コンテスト表彰式

　令和３年12月27日（月）、和歌山地方合同庁舎にて、
第71回“社会を明るくする運動”作文コンテストの表
彰式が行われ、町から３人の方が受賞されました。
　この作文コンテストは、次世代を担う小・中学生の
皆さんが日常の家庭生活、学校生活の中で、犯罪や非
行などに関して考えていることや体験したことを作文
に書くことにより、社会を明るくする運動に対する理
解を深めてもらうことを目的に実施されました。町か
ら108点、和歌山県では6,806点の応募がありました。

和歌山県知事表彰
危険業務従事者
叙勲受章

　令和３年12月20日（月）、アバローム紀の国にて、和歌山県
知事表彰式が開催され、『かつらぎリーダークラブ』が表彰
を受けました。
　かつらぎリーダークラブは、昭和55年の結成当時から「子
どもによる子どものための子ども会」を目指し活動していま
す。特に、40年以上
続いている次世代の
リーダーを育てる研
修の仕組みは、県内
の青少年育成のモデ
ルとなるなど、青少
年の健全育成に大き
な役割を果たしてお
り、それらの功績が
認められての受賞で
す。

　令和３年10月21日（木）、
警察官や消防士など著しく
危険性の高い業務において
精励された方を対象とした
危険業務従事者叙勲の受章
者が発表され、元和歌山県
警視の田中　實さん（妙寺）
が瑞宝単光章を受章されま
した。
　田中さんは、昭和49年か
ら34年の長きにわたり和歌
山県警察に在職され、警察
職務に精励し、公共の安全
と治安の維持に尽力された
ことが認められての受章と
なりました。

松下幸太郎さんが
県代表に決定しました
　令和３年12月26日（日）、ビブリオ
バトル和歌山県大会が県立図書館で
開催され、町代表として出場した笠
田中学校の松下幸太郎さんが県代表
に選ばれました。この大会には、地
方大会を勝ち抜いた優勝者17人が出
場しました。
　松下さんは、３月に「第５回全国中
学ビブリオバトル決勝大会」へ出場
する予定です。 受賞者《敬称略》

和歌山県保護司会連合会会長賞
大谷小学校５年　森本凌生
「ぼくが思う明るい社会」

和歌山県更生保護女性連盟会長賞
妙寺小学校５年　池田みのり
「明るい社会にするために」

佳作
大谷小学校５年　森本竜生
「心に語りかけてくれる場所」

かつらぎリーダークラブ会長　後藤優成さん

＼ビブリオバトル和歌山県大会／

松下さん
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里
親
相
談
会
・
里
親
制
度
パ
ネ
ル
展
示

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。
県
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
保
護
者
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
家
庭
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
「
お

か
え
り
」
と
「
た
だ
い
ま
」
を
言
え
る

場
所
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

養
育
里
親
・
養
子
縁
組
里
親
・
週
末

里
親
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
家
庭
に

迎
え
て
く
だ
さ
る
里
親
さ
ん
を
探
し
て

い
ま
す
。

◆
パ
ネ
ル
展
示

日
時　

２
月
21
日（
月
）〜
24
日（
木
）

場
所　

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◆
里
親
相
談
会

日
時　

２
月
24
日（
木
）（
予
約
制
）
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

か
つ
ら
ぎ
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
２
階
日
常
生
活
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

里
親
支
援
セ
ン
タ
ー

「
な
で
し
こ
」（
☎
０
７
３
６
―
69
―
１
０
０
４
）

　

「
手
話
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

聞
こ
え
な
い
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
方
法
の
一
つ
「
手
話
」
。
日
常
会

話
が
で
き
る
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
、

入
門
課
程
、
基
礎
課
程
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
課
程
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。

開
催
日

①
入
門
課
程　

４
月
13
日
〜
翌
年
２
月

22
日
の
第
２
・
４
水
曜（
全
21
回
）

②
基
礎
課
程　

４
月
６
日
〜
翌
年
３
月

８
日
の
第
１
・
３
・
５
水
曜（
全
25
回
）

③
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
課
程

４
月
８
日
〜
９
月
９
日
の
第
２
金
曜

（
全
６
回
）

開
催
時
間　

①
、
②
は
午
後
１
時
30
分

で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
返

済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検

索
、
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
―
０
０
８
６
５

６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
・
0
3
―
５
３

２
１
―
８
６
５
６
）

〜
３
時
30
分

③
は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
資
格

・
町
民
ま
た
は
町
に
通
勤
、
通
学
し
て

い
る
方

・
基
礎
課
程
は
平
成
26
年
以
降
の
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程
を
修
了
し

た
方

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
課
程
は
入
門
課
程
、

基
礎
課
程
を
修
了
し
た
方

参
加
費　

３
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員　

①
入
門
課
程　

20
人

②
基
礎
課
程　

20
人

③
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
課
程　

10
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限　

３
月
11
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
２
０
６
３
）

令
和
４
年
度
か
つ
ら
ぎ
町
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

就
農
意
欲
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
基

礎
知
識
や
技
術
習
得
の
た
め
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

・
果
樹
コ
ー
ス 

４
月
下
旬
〜
11
月
下

旬
の
間
で
５
回
開
催

・
野
菜
コ
ー
ス 

４
月
中
旬
〜
12
月
中

旬
の
間
で
３
回
開
催

定
員　

各
コ
ー
ス
25
人

申
込
期
限　

２
月
28
日（
月
）

令
和
４
年
度
農
業
技
術
講
習
会

受
講
者
募
集

募　

集

家
庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
の
た
め
に

〜
地
域
で
支
え
る「
家
庭
養
育
」〜

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、
大
学

な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か
る

費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。
子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万

円
以
内
を
、
固
定
金
利
（
年
１
・
65
％

※
令
和
３
年
12
月
１
日
現
在
）
で
利
用

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
緊
急
対
策
支
援
事
業
と
し
て
、
農

産
物
の
販
売
促
進
を
目
的
に
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
事
業
者
と
し
て
登
録
を

済
ま
せ
た
方
の
支
援
金
の
交
付
対
象
は
、

２
月
15
日（
火
）ま
で
に
「
農
産
物
販
売

促
進
事
業
支
援
金
交
付
申
請
書
」
を
提

出
し
た
方
で
す
。
２
月
16
日
以
降
に
提

出
し
た
も
の
は
無
効
に
な
り
ま
す
の
で

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
支
援
金
を
受

け
る
事
業
者
の
方
は
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

・
農
産
物
販
売
促
進
事
業
支
援
金
交
付

申
請
書

・
発
送
伝
票
の
原
本
ま
た
は
配
送
会
社

の
領
収
明
細
書

・
発
送
の
詳
細
が
分
か
る
明
細
書

・
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

提
出
・
問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ
フ
ル

ー
ツ
王
国
振
興
公
社
（
内
線
２
０
９
１
）

農
産
物
販
売
促
進
事
業（
か
つ
ら
ぎ

ふ
る
さ
と
応
援
便
）支
援
金
の
申
請

受
付
は
２
月
15
日（
火
）ま
で

お 

知 

ら 

せ

くらしの情報  INFO
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相談名 相談日 時間 場所 問い合わせ

町内事業者・住民の方
に対して、求人求職の
情報提供・あっせん

ひきこもり青年の
ための「居場所」

無料法律相談

ひきこもり相談会

よりみち親の会

ふくし何でも相談

13:30～15:30

19:00～21:00

13:30～15:30

8:30～17:15

13:00～17:00
（予約制）

13:00～16:00

2/14㈪、28㈪

2/2㈬、3/2㈬

2/4㈮、18㈮

月～金曜（祝日除く）

①2/1㈫
②2/8㈫
③2/15㈫
④2/22㈫

①かつらぎ町役場
②高野町役場
③橋本市役所消費生活センター
④九度山町ふるさとセンター
①笠田公民館佐野分館
②笠田東児童館
③かつらぎ総合文化会館

13:30～15:30
（先着順）

就職相談
①2/8㈫
②2/15㈫
③2/2㈬、17㈭

14:00～15:30

8:30～17:15

大谷地域
　　交流センター
１階和室

ＮＰＯ法人よりみち
☎090-7093-9595

地域福祉センター

同上 同上

同上 同上

同上 同上

地域福祉センター

社会福祉協議会
☎22-4311

健康推進課衛生係
内線6031

役場産業観光課
かつらぎ町
無料職業紹介所
（産業観光課内）
内線2103

産業観光課
商工観光係
内線2103

伊都振興局
企画産業課
☎0736-33-4909

日常生活上の困りごと
など幅広い相談に

理学療法士相談
自宅での自主リハビリ
や健康体操の方法など
でお悩みの方

消費生活相談
悪質な訪問販売や契
約・取引に関するトラ
ブルなどでお悩みの方

無料職業紹介所

月～金曜（祝日除く）
※電話相談や、訪問
相談も行っています

月～金曜(祝日除く）
2/8㈫は13:00～卓球
2/25㈮は女性相談日

2/7㈪※要電話予約

相 談 窓 口

納期限
2月2８日（月）

● 国民健康保険税　　　　第８期
● 後期高齢者医療保険料　第８期
● 介護保険料　　　　　　第６期

町税などの納付は便利で確実な口座振
替をご利用ください。

　 交際費の公表

弔慰
見舞い
お祝い
賛助
会費
その他

11,000円
―

24,410円
―
―

58,250円
93,660円

１件
―
２件
―
―
６件
９件

11,000円
―
―
―
―

61,500円
72,500円

１件
―
―
―
―
３件
４件計

11・12月分
町および町長
金　額 件　数 金　額 件　数

議会および議長

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興

局
農
業
水
産
振
興
課
（
☎
０
７
３
６
―

33
―
４
９
３
０
）

◆
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付　

年
間
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
予
備
自
衛
官
補
（
男
子
・
女
子
）

資
格

一
般　

18
歳
以
上
〜
34
歳
未
満
の
方

技
能　

18
歳
以
上
で
募
集
要
項
に
記
載

す
る
国
家
資
格
な
ど
を
有
す
る
方
（
該

当
す
る
国
家
資
格
な
ど
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

受
付
期
間　

①
１
月
６
日（
木
）〜
４
月

８
日（
金
）②
６
月
１
日（
水
）〜
９
月
16

日（
金
）

試
験
日　

①
４
月
11
日（
月
）〜
17
日

（
日
）ま
で
の
指
定
す
る
１
日

②
９
月
25
日（
日
）〜
10
月
10
日（
月
）ま

で
の
指
定
す
る
１
日

※
記
載
内
容
に
つ
い
て
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
変
更
事
項
は
お
問
い
合

わ
せ
、
ま
た
は
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協

力
本
部
橋
本
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
３

６
―
3
2
―
０
７
４
４
）

自
衛
官
等
採
用
案
内
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PicUp!PicUp!PicUp! 新着図書

図書館
だより
2月の休館日

７・14～25・28日

開館 9:00～17:00
☎22-0303

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
２
月
14
日（
月
）

〜
25
日（
金
）ま
で
休
館
し
ま
す
。
図
書

の
返
却
は
、
総
合
文
化
会
館
１
階
入
口

の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
破
損
の
恐
れ
が
あ
る
た

め
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

図
書
館
の
開
館
日
に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
長
期
休
館
に
伴
う
貸
出
期
間
・
冊
数

　

の
変
更
に
つ
い
て

変
更
期
間　

２
月
１
日（
火
）〜
13
日

（
日
）

貸
出
期
間　

28
日
以
内

貸
出
冊
数　

20
冊
以
内

※
こ
の
間
、
本
の
延
期
は
通
常
通
り
14

日
以
内
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
延
期
不
可
で
す
。

●
図
書
館
蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館

お 

知 

ら 

せ

き
み
も
作
れ
る
、わ
く
わ

く
ご
は
ん
。教
え
て
く
れ

る
の
は…

ば
け
ね
こ
⁉

「ばけねこキッチン」
佐川　芳枝（作）
めばち（絵）

児童書

戦
後
最
大
の
未
解
決
案
件

「
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
」

を
新
た
な
視
点
、
認
識
で

叙
述
。

一般書

「原罪　キツネ目は生きていた」
山本　音也（著）

日
常
か
ら
抜
け
出
し
た
い
あ

な
た
へ
。
美
味
し
い
ご
は
ん

と
、
不
思
議
な
従
業
員
が
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一般書

「山亭ミアキス」
古内　一絵（著）

ミ
チ
ク
サ
が
多
い
方
が
、

面
白
い
！
夏
目
〝
漱
石
〞

金
之
助
の
青
春
。

一般書

「ミチクサ先生上・下」
伊集院　静（著）

ピ
ザ…

じ
ゃ
な
い
⁉
あ
の

オ
ド
ロ
キ
が
ふ
た
た
び
！

よ
う
こ
そ
、進
化
し
た

「
じ
ゃ
な
い
！
」の
世
界
へ

「やっぱりじゃない！」
チョーヒカル（作）

児童書
日
本
の
変
化
が
、ひ
と
め

で
わ
か
る
！

「はじめての日本のれきしえほん」
溝口　イタル（作）
山本　博文（監修）

児童書

フ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誉
田　

哲
也

お
は
よ
う
お
か
え
り　
　

近
藤　

史
恵

李
王
家
の
縁
談　
　
　
　

林　

真
理
子

吾
妻
お
も
か
げ　
　
　
　

梶　

よ
う
子

戦
国
武
将
を
癒
や
し
た
温
泉　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
永　

哲
矢

ひ
と
ぬ
り
で
幸
せ
に
な
る
パ
ン
友
レ
シ

ピ　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
山　

和
也

●
一
般
書

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
き
ょ
う
ふ
の
ダ
ン
ジ

ョ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

原　

ゆ
た
か

だ
い
と
か
い
の
お
ば
け
ず
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　

洋

お
天
気
屋
と
封
印
屋　
　

廣
嶋　

玲
子

チ
ャ
ー
リ
ー
と
フ
ロ
ッ
グ
手
話
の
町
の

図
書
館
と
な
ぞ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　

カ
レ
ン
・
ケ
イ
ン

大
迫
力
！
日
本
の
鬼
大
百
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
里　

樹

ゆ
る
ゆ
る
絶
滅
生
物
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
の　

か
け
る

●
児
童
書

新 

着 

図 

書

著者はかつらぎ町出身
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高
血
圧
の
患
者
さ
ん
は
全
国
に
４
３

０
０
万
人
い
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
中
で

適
切
に
治
療
が
で
き
て
い
る
人
は
25
％

し
か
い
ま
せ
ん
。
次
の
Ｑ
＆
Ａ
か
ら
高

血
圧
治
療
の
重
要
性
を
理
解
し
、
主
治

医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
検
査

が
必
要
で
あ
れ
ば
高
血
圧
の
専
門
医
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
１
．
高
血
圧
で
ど
の
よ
う
な
病
気
に

な
り
ま
す
か
？

Ａ
１
．
高
血
圧
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
の

は
、
脳

塞
、
脳
出
血
、
心
筋

塞
、

大
動
脈
瘤
、
大
動
脈
解
離
、
腎
不
全
、

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
な
ど
全
身
の
血
管

の
病
気
で
す
。
心
脳
血
管
病
死
亡
の
約

50
％
が120/80m

m
H
g

以
上
の
血
圧

高
値
に
起
因
し
ま
す
。

Ｑ
２
．
高
齢
者
で
も
高
血
圧
は
治
療
が

必
要
で
す
か
？

Ａ
２
．
元
気
な
高
齢
者
は
若
い
方
と
同

じ
く
、140/90m

m
H
g

以
上
で
治
療

を
開
始
し
ま
す
。
75
歳
以
上
で
体
力
的

に
問
題
が
あ
る
場
合
は
個
別
に
判
断
し

ま
す
。
ま
た
、
血
圧
降
下
の
目
標
は
65

―
74
歳
で
は130/80m

m
H
g

で
す
が
、

75
歳
以
上
は140/90m

m
H
g

と
な
り

ま
す
。
他
の
合
併
症
が
あ
る
場
合
は
さ

ら
に
下
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
主

治
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３
．
家
で
血
圧
を
測
定
す
る
意
味
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
３
．
病
院
で
測
定
し
た
診
察
室
血
圧

と
家
庭
血
圧
は
、
診
断
基
準
が
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
診
察
室
で
の
み
高
い

「
白
衣
性
高
血
圧
」、
家
庭
血
圧
で
の

み
高
い
「
仮
面
高
血
圧
」
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
白
衣
性
高
血
圧
は
高
血
圧
患
者

の
15
―
30
％
に
み
ら
れ
、
正
常
血
圧
よ

り
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
診
察
室

血
圧
と
家
庭
血
圧
が
異
な
る
場
合
は
家

庭
血
圧
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
血
圧
の
状

態
を
適
切
に
評
価
し
て
治
療
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

Ｑ
４
．
薬
は
一
生
飲
む
必
要
が
あ
り
ま

す
か
？

Ａ
４
．
高
血
圧
の
治
療
は
、
塩
分
制
限

や
体
重
減
少
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
と
、

降
圧
薬
の
服
用
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
使

用
さ
れ
る
降
圧
薬
は
３
種
類
あ
り
、
副

作
用
や
患
者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
組

み
合
わ
せ
て
使
用
し
ま
す
。
生
活
習
慣

の
改
善
の
み
で
正
常
血
圧
に
な
る
こ
と

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
薬
を
減
ら
す

こ
と
は
で
き
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
薬
の

量
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
早
期

か
ら
高
血
圧
を
治
療
す
る
こ
と
は
薬
を

少
な
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｑ
５
．
血
圧
は
ど
こ
ま
で
下
げ
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
５
．
高
血
圧
治
療
の
開
始
時
期
は
、

血
圧
の
値
だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病
を
合

併
し
て
い
る
か
な
ど
リ
ス
ク
の
程
度
で

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
降
圧
の
目
標
は
75

歳
未
満
で130/80m

m
H
g

以
下
、
75

歳
以
上
で140/90m

m
H
g

以
下
で
す

が
、
心
臓
病
や
腎
臓
病
の
合
併
や
一
般

状
態
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
高
齢
者
で

は
過
度
の
降
圧
が
問
題
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
全
身
状
態
を
考
慮
し
た
降

圧
が
重
要
で
す
。

Ｑ
６
．
最
近
、
降
圧
薬
に
よ
る
血
圧
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
上
手
く
い
か
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
が
？

Ａ
６
．
治
療
の
経
過
中
に
血
圧
が
大
き

く
変
動
し
た
り
、
上
昇
し
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
動
脈
硬

化
が
進
ん
だ
り
、
腎
臓
が
悪
く
な
っ
た

り
、
副
腎
の
病
気
が
合
併
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
い
検
査
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

心
筋

塞・脳
卒
中
の
予
防
は
高
血
圧
治
療
か
ら

文
／
紀
北
分
院
内
科（
特
別
顧
問
）
羽
野　

卓
三

問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
立
医

科
大
学
附
属
病
院
紀
北
分
院

　
　
　
　
（
☎
22―

０
０
６
６
）

WAKAYAMA MEDICAL
UNIVERSITY KIHOKU HOSPITAL
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２月のスケジュール
2/4（金） 9:00～11:30 
おめでとうコーナー
対象：誕生月の未就園児
誕生日の記念に手形または足形を残しませ
んか？（2月は第１金曜日のみ）
持ち物：タオル・ウェットティッシュ

子育て支援センター「はぐくみ」
開館：月～土曜日（祝日除く）
時間：9:00～ 12:00
　　　13:00～ 16:00
　　　※土曜は午前中のみ
場所：かつらぎ西部公園パークゴルフ場
　　　クラブハウス内キッズスペース
問い合わせ　☎080-8317-3788

子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センターからのお知らせ
…………………………………………………………………………

いつで
も

遊びに
きてね

※イベントについては新型コロナウイルス感染拡
　大防止のため、変更となる場合があります。

　12月のわくわく広場では
「カレンダー作り(1・2月)」
のイベントがあり、かわいい
雪だるま作りをしました。
　お母さんたちは、画用紙を
クルッと丸めて雪だるまを作
り、表情も「どんなの描こう
かな」と話し合って、すごく
かわいい作品を完成させてい
ました。
　２月のわくわく広場でもカ
レンダー作りをしますので、
ぜひ遊びに来てください。

2/10（木）10:00～11:00
わくわく広場
製作など楽しい活動の場。
内容「カレンダー作り（３月）」
定員：６人　要予約：1/27(木)～

なかよし広場
2/23（水）が祝日のためお休みです。 子育てに

　悩んでいませんか？
お気軽に
　ご相談ください。

2/21（月）10:00～11:00
赤ちゃんクラブ「よちよち」
赤ちゃんとお母さんのふれあいの場。
内容「ゆらゆらモビール作り」
定員：６人　要予約：2/7(月)～

文
芸
の
窓

短　

歌

俳　

句

地
蔵
尊
に
菊
花
手
向
け
ば｢

良
う
参
り｣

団
栗
ぽ
と
り
と
背
中
を

た
た
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
い
く
子

主
語
の
無
き
ア
レ
ソ
レ
ナ
ニ
で
日
が
暮
る
る
金
婚
過
ぎ
た
る
夫

と
の
会
話　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

召
子

雨
の
中
庭
石
の
上
沢
蟹
が
這
う
よ
う
に
行
く
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
木
定
子

烏
瓜
を
農
夫
の
友
は
刈
る
と
い
う
風
情
を
語
る
わ
れ
は
何
者 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
宝　

教
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
か
つ
ら
ぎ
短
歌
会
）

靄
消
え
て
山
肌
近
し
余
寒
か
な　
　
　
　
　
　
　

室
岡　

博
紀

木
枯
ら
し
の
音
通
り
ゆ
く
夜
の
し
じ
ま　
　
　
　

下
村
ツ
ヤ
子

松
林
を
渡
る
読
経
や
寒
の
月　
　
　
　
　
　
　
　

南
出
香
予
子

水
仙
の
香
り
を
纏
ひ
薄
化
粧　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置　

隆
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
椎
の
実
）

も
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
と
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２ 月 保健カレンダー

※母子手帳、バスタオルを持参してください。
※新型コロナウイルス感染症の動向により、内容等を変
　更する場合があります。その際は対象者に個別に通知
　します。
※警報発令時、午前中の健康相談・教室は午前8時半の
　時点、午後の健診・教室は午前11時の時点で警報が
　発令されていれば中止とします。ご不明な点はご連絡
　をお願いします。

////来られる際のお願い////
・風邪の症状や熱がある、新型コロナウイルス感
　染者と濃厚接触、ご家族に感染の疑いのある方
　がいる場合は受診を見合わせてください。
・受付前に検温を行います。できる限りマスク着
　用と、手指消毒をお願いします。
・できる限り、兄弟祖父母等の同伴はご遠慮くだ
　さい。

　妊娠中から子育て期に関する相談
に応じます。保健師が常駐しており
ますので、お気軽にご利用ください。
　時間　8:30～17:15
　場所　保健福祉センター内２階

問い合わせ
健康推進課衛生係（内線2054・2059）

　新型コロナウイルス感染症対策のため、園庭開放を利用する方
は、事前予約をお願いします。※自宅で検温をした後、ご来園く
ださい。大人はマスク着用をお願いします。予定を変更する場合
があります。町ホームページをご確認ください。

● 子育て世代
　包括支援センター
　（SUKU²）

● 園庭開放

問い合わせ　三谷こども園（☎23-3730）・佐野こども園（☎22-6260）
　　　　　　聖心幼稚園（☎22-1336）

日程 時間 場所
2/4（第１金曜）
2/8（第２火曜）
2/15（第３火曜）

聖心幼稚園
三谷こども園
佐野こども園

9:30～11:00
9:30～10:30
9:30～10:30

身体計測・医師による診察・発
達観察・育児相談・離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・
離乳食指導・歯科指導

身体計測・発達観察・育児相談・
食事指導・歯科指導

身体計測・医師による診察・歯科
医師による歯科検診・発達観察・
食事指導・歯科指導

助産師による母乳相談、栄養士
による離乳食相談など

ふれあい遊び・手遊び・絵本の
読み聞かせ

ふれあい遊び・子守唄・絵本の
読み聞かせ・ペープサート・ブッ
クスタート事業による絵本のプ
レゼント

事業名 日　時 時　間 対　象 内　容
４か月・６か月児

健康診査

１歳６か月児
健康診査

10か月児健康相談

2/25㈮

2/15㈫

2/10㈭
3/11㈮

2/2・16㈬

3/2㈬
2/2㈬

2/10㈭
3/10㈭
2/7㈪
3/7㈪

13：30～
15：00

13：30～

10：00～

令和３年８・10月生まれ

受付時間は
個別に通知

令和２年６・７月生まれ

乳児を持つ保護者と妊婦

令和３年７月生まれ

令和３年２月生まれ
令和３年３月生まれ

令和３年３月生まれ
令和３年４月生まれ
令和元年12月生まれ
令和２年１月生まれ

２歳児健康相談

子育て広場
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

場所／対象者に個別通知

問い合わせ　健康推進課衛生係（内線2054・2059）

※保険健福祉センター空調工事
に伴い、場所が変更になります。
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こんにちは

12月の４か月健診に
来られた赤ちゃんを
ご紹介します♪

赤ちゃん

ゆうひちゃん すずちゃんそらちゃん

せなちゃん

れいがちゃんるりちゃん

みうちゃん

救出訓練

かつらぎ町の人口
（12月末日現在）

16,137人（前月比－33人）　男 7,645人　女 8,492人　世帯数 7,134世帯
出生 5人　死亡 25人　転入 20人　転出 33人
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県農林水産業賞受賞
　令和３年12月２日（木）、 西垣俊秀さん（星山）が令
和３年度和歌山県農林水産業賞を受賞されました。
　西垣さんは、柿を中心とした果樹経営を行っており、経
営管理の合理化を図るため、老木化が進んでいる園地の
改植や品種構成の見直し、また、園地の平垣化や園内道の
整備、低樹高化による作業効率の改善に取り組まれるとと
もに、県国際農業交流会会長や伊都地方農業士連絡協議
会会長を歴任されるなど、地域農業振興において中核的
な農業者として活躍され、県農政・県下農業振興に貢献さ
れたことが認められての受賞です。

永年勤続民生委員・児童委員表彰

　令和３年10月26日（火）、中西一男さん（花園中南）
が全国民生委員児童委員連合会会長から、永年勤続者
として表彰されました。
　中西さんは、平成22年から民生委員・児童委員に委
嘱され、多年にわたり活動を続けられ、常に住民の立
場に立って相談に応じ、地域の福祉向上に尽力され、
その功労が認められての受賞です。

中西さん

西垣さん
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